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教室消 ・息

長ら〈 欧YH視察に御出張中の武官昇先生は!月 19

日無事御競朝になられました。御出E霊前よりも幾分

肥えられて非常な御元気で御厨りになり，直ちに 2

年の主主験者?開始せられて居りますので一同大に恐縮

し日Aつ喜んで賠ります。先生のすI錫朝談l弘、ずれゆ

っ〈りと皆様の御耳に入れたL、と存じて居-ります。

卒業以来拾数年の;iIu、間小林先生の下に於て敵性

白土の研究脅綬けられて居た山本研一先生は昨年 7

月理工壌部教授舎に墜l立請求論文を提出，同年11月

の教授舎を遇遁し，本年}月工磨博士の墜{立を援奥

されました。之で教室も一段と光号診を添へた事とな

り一同慶祝して居ります。論文の要苛(土本誌に掲載

されて居ります。教室としても且つ叉膝化卒業生と

しても第 l競の工事博士であります故意義深きもの

があると存じます。

日野西資長先生(土普からの婚約が目出度〈質を結

ばれ金子武!問殿御夫妻の御媒酌で村井積子嬢と 2月

l日給場，常夜東京曾館に於て披露の安を催された。

新婦は;恵泉女壌院出身の才媛，村井家の令嬢として

容色絶佳，日野商先生l土村井家に入り今後{士電気化

主要立主に光化事の研究に大に努力せらる L由，切にすf

夫婦の前途多幸ならん事事f祈る次第です。

秋山光生(土3月下旬叉は4月上告]東京設，朝鮮，

満洲方荷主主に場合に依り北3t方商に迄視察校行に出

る事になりました。沿道の皆様には色々主御|世話に

なること L存じて居・りますので此の紙上よりも御願

ひ申上げて置きます。〈編鵠〉

九醸曾記事

井 t 登君葉11工場に径活動の由。

河原公之助者更に有盆なる設明に精準せらる。

籍宮和j光君 1月 31 日良縁を得て華燭の典を翠

ぐ。

山海松男君 0001こ奮鞍，出征中母君を喪(tれ

たり。鑑みて弔意書?表す。

石田武敏君御再婚の由。

膏 銭 曾〈第2回卒業生〉

昭和 12年 11月上旬，九州の阪悶貞臣君，所用

にて上京せられ美馬君の案内にて溢谷の某旗亭にー

タ集合した。集る者稲田，美馬，佐藤，原，長谷，

山本Cliff)の諸君。阪国君には久し振りの者多<，舎

へば管の如〈談室きず9時箇散曾。

同 12月中旬，大漣の石JII君祉用にて上京せられ

た。時恰も南京陥落祝賀蛍日とて筆者石川君を引き

廻し'C二重橋治、ら丸ノ内一国を案内した。普のtT戸

つ子安チャンも今日此頃の丸ノ内，銀座溢の目まぐ

るしさには洗liにマプつく有様・であった。クラス舎

は蛍夜中海君の案内にて銀庖の某料亭に行ふ。集る

者中海，稲田，原， ~lj本〈泰)，山本〈好Dの言者宥。 9"

時過ぎ散含。

前門司の蹟瀬君も昨年 10月に上京。長谷，原君

及筆者に曾ひ、退京せられた。在京の諸兄も皆空きり無

し。 (13.2.2.山本記〉

群青 曾〈第5回〉

これと言ふ程のフレッジユニユウスを持合せて居

ないし叉情報を洩らして契れる人もないので都ばな

れのしたシY メルピルヅの生えてる事をのせて許し

ていただきたL、。

今弐の事費l二際し大阪の渡退治郎草寺は我笥:のトッ

プを切って勇躍態召せられrr.南の野にて勇鞍御奮闘

中である。阿君の武3室長久を祈ってやまざるIttであ

る。阿君への遁信(土，上海波遣軍筏井部際佐藤部隊一

渡遜際工兵少尉渡退治郎宛，留守宅l士大阪市外吹田

町大日本姿酒舎枇々宅。軍事蓄にある石塚詳肴其他l土

元気にて銃後の御奉公中。

昨年初J春欧米観察の途につかれし三島の渡途索君ー

は所期の目的脅十ニタに達成せられ欝隙 18日郵船

秩父丸にて元気にて鴎朝せらる。伯林御滞在中は武

官先生及び友田宜孝博士等と大いに本場のピールを

飲賞せられたる由，一年の海外生活に依り別段商上

の鑓化はありません。間君の近日御上京を機に親し

く同君に物をきくの曾幸子開催したいと，思って居ま

す。英ニユウスi士号民放をお待ち下さL、。

昨秋9月 20日東者j;防主主演習解除直後久しぶりの

群育舎を佐野君の骨折で木娩町の三笠に催した。集

るもの林〈和)，河内，滑周，佐野，坂悶の 5名，何

れも元気であった。殊に佐野君は人一倍の大元気で

其遣の織成者である。雨の銀座で・倉員の多幸を請rrつ
Tこ。

12月6日佐野君が社命により南洋，印度方商の視

察校行に上らるるとき同君の一路平安を祈るため河、

内君の骨折で神国の治作に小宴を催した。集るもの

林雨氏，河内氏'"稲原氏，佐野氏であった。此夜の・

設展模様は報告の機を持合せざるそ遺憾iこ4思ふ。

大遠の旗京氏"九州ーlの川津氏，開問の山本，天野
石坂の諸氏，名古屋の石岡氏等何れも元気との事官

f' 
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す:。積債，東京近郊の者も皆元気です。

三島の渡溢君の上京中を機と して多忙の同君にー

タあげてもらひ l月 22日新橋隷に集合の上日本橋

の甚兵衛で本年最初の群育舎を催した。集るもの渡

港，靖国，井上，伊藤，坂悶の 6名，残りの京演在

住容は枇用叉は病気で紋宿された。さて飲む程に僻

もまわり卓上の肴をつつき乍ら朗かに欧米の事を奔

恕した。同君も徴iこ入り絢に渉り親切丁寧に説明さ

れ一同盆ずるJ#&多大であった。殊に人間味ある彼地

の失敗談やら手柄談に 10ケの目と耳とが吸ひっけ

られて了った。止t次ぎに御出でになる人のためには
非常に参考になる事とd出った。 10時を過ぎるl須ほひ

江南の地に奮署長中の渡溢治郎君に寄書して其御活躍

を謝し:武運長久を祈り漫il去を銀座.にj室び姿溜を肴に

務違君を堪能し 11時過ぎ伺君を下闘行念行に托し

残る話は比三えぎに割愛し曾を終った。

佐野青白君(土目下印度を視察中で 5，6月頃節制の議

定。英!待(土問活に印度の穣命の話で.もきくのをまち

ませう。く坂悶記〉

十 化 曾く昭和ラ年卒業〉

.毎月 10日の夜スキヤ橋際の日動童廊喫茶室に集

る事にしてゐる。大臨調ぶれがきまってしまった様

だが，常連の浦川，熊谷， :ri EE¥，山川，紳)京あたり
は夫々元気で絵俗縛々と轄換期日本を泳ぎ歩いて居

る常連の中から我等の石川少闘を送り出したが，元

気で仙蓋の陵に活躍されて目-るら L¥.、。好漢切に自

愛を祈る。

豆漠絵本の企i!l1J院入りはピヅグニユ{スだ。燈に

似合(主ぬ綿密な調査で重餐がられて居る。海軍技術

研究所の富僅も時節柄非常に忙しL‘らい、。 00の

00を00して居るらしいが舎にも飴り出て来ない

小でOの中の事はOで判らなL、。泊を買って金を溜

めてる森平も商寛志々熱心のハリキリかただ。石闘

は相事きらず良心的に生活し良心的にレザーを遭って

居る。

上初が令嬢を失ってから精神的に大分動搭したら

しいが近羽符び昔の元気な姿に安心してゐる。永ら

く病中だった野悶も小E誌を得て一家を持ったと云ふ

J訴を聞いた。 10日の夜に元気になった君の風字に接

し得るのも近きにありと築みにしてゐる。霊肉共に

傷いて腐りにf~った武田が日本鍍業に入り，今~潟

で各種ガゾ 9:-'プラントの質管中であるが近く君が

優秀なる創造的技能を示す新プラントが出現するこ

とだらう。是が最も大きな吾々の祭みだ。

岡宮fゅ:長崎から徳島測候所に縫った。多年の望で

郷里に選れたわけだ。草山には誰か俗怠期だらう な

んて慈口を云ったが通り遜ぎたか今は最も良きパパ

だと云ふ情報がある。叉良きパートナ F なりし加藤

は技師として多忙すぎてか便りがなL、。朴から今年

(1.年賀状が来なかったが事鑓で遠慮、したなら良いが

好漢疋気ならば使りを臭オL給ヘ。

十九人曾

南京も，早や陥落した。正義の箪を進むる主主Zの

向ふ庭敵なく光資ある我が大日本子百・聞の話めに誠に

鹿賀に堪えぬ次第です。

止t慮に我が十九人曾より斯る名替ある塑畿に参加
せられある勇士を治った事を我等銃後の合員一同の

大いに名器とし叉其の御苦労者r感謝する庭です。設

に我が盟友に慰問方法の一助として慰問袋E章治のi件

に闘し平法御賛同下され合皆倒廻主宮下された各{立に

厚〈御IW盟申 tげます。早速第 1，第2同慰問品l士妥

迭しました。第 l四分(1.栗田準兄が 10月 31日石

家班にて受取られました。其の節の元気な使りのー.

部を抜卒して舎報を以て御挨拶をさせて貰ひますο

「日々唯何とはなしに忙しく注ってゐます。 お蔭様

で内地にゐる時よりはJI:t健な位で愉快に毅容に従事

してゐます。北支方面は紙ね畿況も停止の形で上海

も亦陥落とあるからには今にも撮れそうな気持です

慰問品を有難う御座ゐました。女の絡は〈註，サン

デー毎日，週間朝日のものそ云ふ〉何でも絡麗に見

えます。雑誌の表紙に見とれるとは誠に残念ですが

心境如何共矯し難しです。縫詰は珍らしL、中味の矯

めかまた Lくまになくなって私共{主賞味するまでは

行きかねました。三えのifl迭を鶴首する事にします。

木村銭遁部隊の行動は時たま新聞にも出る様ですか

その記事中のどれかは我が積債部隊の話だと御惣像

下さL、。く中略〉惑いのは敵の飛行機に見舞はれ易い

諮で爆遡だけは全く仕末に困ります。高射砲なとは

どこにでもあるわけではありませんから我々は飛行

機に鈎しては丸裸でゐるも同様です。攻める事なら

ず喰攻められる丈けとL、ふのは一番禁物です。十九

人舎の諸君には何卒よろしく御穫を申し停へて下さ

L 、。

昭和12年10月31日 於石家旋 ー栗山少尉」

以上の如きものです。 ~I 下は彰徳に於て御i活躍中

です。

中島製兄{主約 lヤ月数育を受けο0方面iに出動す
る筈の~.都合により召集解除になり家に目下ゐられ



早稲国周雇用化製合報第三十朗披別加 3 

ます。但し lヶ月以上軍隊に居られたので慰問品を

賂呈する資格ありと認め第 l四分を熔呈しました。

経照FF，兄l主10月に御入隊になられた事は諸兄も

英の御侯j~Ji犬により御承知と忠ふ。目下稲岡県五若松

市沖田，八幡H~i:.'さ険;闘用除として御活躍中です。十

九人舎は同氏にも慰問袋を贈呈するに決し目下御留

守宅に間合はせ中。

::Jcに最近私の知れる範囲にある銃後の曾員諸氏の

御動静に就いては。

石田感兄 E重光:港、料i派式合I[]:にて社長の総書役と

して 日g 英，街，イ帰語の翻認其の他重要事項に闘し

御活躍の由。

間村，事兄今回帝園設明協舎に新設ぜられたる資
l' 

施援助古t，I'.任投手として資本家及び透明家との縁結

びのお役目です。毎日政十湿の電話，手紙によ る申

込みにた奮闘の由。諸氏も大いに御利用あられよ。

小倉墜兄 大illit尾関にてこと地柄大いに本事裂に関

して八リキツてゐられます。

松岡製兄 立i反な帝圏在郷軍人でゐられる氏は未

だ名響ある順番が廻って来られず待ちあぐんでゐら

れます。汀Tの軍人舎の向:話役ーで大多忙だそうです。

神王宮製兄 大元気で人絹命社に御勤務です。

後藤撃兄一時上海に行かれた由.英底で敵飛行

機の爆撃と使衣除の危険に曾a~L，大;いに徹底的際

懲の必要乞我等より も一層痛感されてゐます。目下

大阪にて御活躍です。

N?井製兄 大阪方l閣の仕事l土完成され，::;えの計置

に著子ずる矯め東京へ蹄if:，大多忙の由。

木村五皐兄本月中旬 l週間程私用で上京せられ

ました。合~の通り大多忙にてイ中 々ゆっくり面会出来

ず。 1時間程自宅で曾ったのみ。相をきらずえ;元気，

大気焔，槻ill!舎を開らく除おもな〈残念でした。

参成準兄南洋ロタ島にて大元気です。今回の慰

問方法E章表の際は遠方、蔦Aの波穏を越えて電報及び

舎費そ御送附になった事:主大いに感激する次第です

彦根樫兄佐久間製菓株式合社より理研感光紙株

式含祉に御築碍，御活躍中。

稲屋東京市衛生試験所より新設の築養化製工業

株式舎祉に鱒じま した。本社は瞥療薬品，策養食:糾

品を裂さをする 目的とし目下(t1ピーセットJ(B. 

Z)なる築養型車ij，之れは恩師1爆を博士の楽養準の結

論より生じたもので英の殺用は蹟範で，喰ひ過ぎ，

飲み遁ぎには殊によろしL、。ー殺の酵母翌朝j其の他と

は大いに異なり同日の比ではありません。御申込下

されば供弐品を呈上しますと。一一II斯くの如くお

役人から商人に時向したので一寸股告も未だ板につ

きません。今後もよろしく。

次に略式乍ら慰問品に関する曾計中間報告をさせ

て質ひます。

合主主寄賂者氏名

石田，間村，小倉，後藤，紳津，松岡，木村五郎

彦根，参成，稲垣，以上 10名

第 i回慰問袋内容認i名

レモ Yティー，ブルーツミヅマメ，オゾ，氷砂糠

ソーセヂ，森永ユデアズキ，防窓用サルマタ

第2回慰問袋内容品名

燈草くチェ ロー，ヒカリ総入リ)，ココアー，甘納

豆〈祭太機製)，黒飴〈柴太峻製)，スタアーく映童

雑誌、〉唐辛シ〈防寒用〉

寄贈金額 20闘〈但し 10名分〉

支出金額

第 l回目闘 34銭〈但し2個分運賃を含む〉

第2回 2関野銭〈但し If回分運賃を合む〉

計 7圃 89銭

差引残額 12闘 II銭

日下の紋況に於ては鞍杉村土往々j鹿大されんとしつ.

Lあります。今後とも続々と慰問品を治りたいとa思

ひます。〈稲垣記〉 . 
丸四曾抄

合員 20名を数ふれど， ~佐名あるのみ。謝恩、曾を

最後に，唯の一度の曾合も無<，舎員上京の歓迎曾

も無く，ニ，三出征の男士あるも送りたるは巷の行

進曲のみ。合員チミ々 l人顧み，幹事曾に出でず，舎

費を納めず，貸さも しきは支那人根性のみかは。

天に~あり ，由良，米山出征すと。 隅勇士製窓に

あるより心臓の柔かざるを以て名高か Lりし:者，1ト

ーチカ」心臓君を得て盆々ふさわし。惜む，川田心

臓居士内地にありて唯徒らに緋柄を粉にするとは。

村田幹事妻を得て四歳，愛らしきみどり子あり，

別に不，旬、擦はなけれども，半坊に子あるとは。

松田蒲田なる大野化摩機械に舞ひ戻り，事事ぎに逢

ひキワ物をつくる。電話にて日<1今000を00

箇語りつLあるよ」夫子二子あり，すべからく00

00-0そせよ。

畑山念がし，東京セロ 7アシ震に黒き煙立ち昇り

「シヤンクレール」の女子君を得てサYサめく。人形

町の或る八卦見畑山の手相を見て日く「来年は寅歳」

ハーテ「娘よなぜ・…・-J

佐藤者11を去りて九州、lにあり。銀座懸しくば別府に
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出でよ，街に美しき女子あり。女子かつての懸人に

似てあれば「あれよ，あの子氷しへに生きであるよ」

斑布健在にして街り蒙古を夢む。方様J皆級より昇
段しfこればよき妥ありぬベし。

土井内夫婦柑和し，井上殺人と柑信じ，中野勉撃

自らを持す。

藤木新熔のホヤホヤにして悩み悩ますと雄も自ら

P艮度あり。
茂日，其の他大勢健在ならん。く青木〉

一一 曾 関西便り

戦捷の春を遡へ 1938，竿は我々に耳立って准農の年

だと，思ふ。聞西のメ yパーは昨年ーに引綾きZ広務に携

はる者多く始終顔女向(ますのは吉村，鎮目，久我，

岡久等， 嘉っちゃんは此頃ちっとも顔を見せなL、。

前置きはさて置き多事多端な本年の光づ第一のト

ピックは何と云つでも吉村氏のお目出度。去年の末

押請ってからMli屋が勘定取りに来た時"昨晩吉村さ

んが腐へ見えはってモーニングとオーパーと告ら服を

一時に決めて行きはりま したぜ"って云ふんでさて

はと.I!!.って居た所，此間倉った時聞いたらやっぱり

さうだった。 何でも久留米とか小倉とかの人で九州

でも稀に見る突入ださうだ。同一泡の矯に鹿賀の歪で

ある。.

鎮目さん相空きらず捻指が物音f云って居る。去年の

暮アパートをやめて郊外に家主f持った。と云っても

ムヅタ{と一緒だ。 Qは何うして居るのか暮からち

っとも曾はなL、。

正月の休iこは吉村氏も今年ーからスキ F を始め，大

山に行ったとのニと。今度もらったら早速紀元節に

滑りに連れて行くんださうだ。それからダンスを仕

込んで云々と大した元気だよ!!ダンスと云へば末次

さんにしかられるかも知れないが鎮目さんも到々始

めたよ!!"君!!そんなターンは本にないよ!!"でな

具合。暮には僕と一緒に上林へ行った。今度始めて

なんだが二日目には丸池から四五回しか輔ばなかっ

た程の上謹厳だ。何しろコーチカヘ、 Lからね。上林で

は武井や感化の二年のi車中にも舎って愉快だった。

あとは関東側に譲るとしよう。〈久我記〉

鴛水禽便り 〈第17回卒業生〉

卒業後援初にしてしかも並立やかしい毅援の新春そ

迦へ喬水禽々員諸兄には釜々元気に各方南に御活躍

の事と忠ひます。

奮闘十一月廿日に在京合員の最初jの懇親舎を日比

谷美怯:こ催しました蛍夜は丁度防空演習の民際中で

街は完査に蒸一色にぬりつぶされて居りましたが，

倉致命やめて燃焼局のお役人になった百武君，八月

以来日石鶴見工場に勤めてすっかり横i資遁になった

森下君，日本化墜富山工場事?やめ日本電線に入った

片桐君事f始め久喜，坂口，今村，石川， 球川， 山国

秋山，棚橋の十一名が集り中目蛍盛舎でした。在京曾

員は此{出，古屋，様，大久保の三常にそれから十月

に徳山ソーダを11::めて再び東京に返り切れ、た池田君 !

の四名で都曾十五名になったわけです。池田君(土十

二月から東京パームチ ツ ト ~j舎の大森工場に勤める

事になり蒲周のアパートから毎日張切って通ってゐ

る様です。

それから十ー月下旬に久喜君が結婚しました。卒

業後トップを切ったわけで在京曾員を大いにひがま

せて居ります。

次に曾員中今回入営された方々は次の通りです。

F喜)一蹴電信除秋附一中野電協
会J自主)一習志野験再Z段 え久保君一千葉将
津田沼鍛遁険古屋主主一赤羽近術工兵隊宗方

君ー近衛歩兵第四聯際

それでー今月八日に之等入管なさる方々の獣治曾7"(

去年青々が卒の時選別曾そしてもらった虎の門曙班

に催しました。大西，今村，大久保， 古屋，秋山の

入管される五君をむかへ在京曾員の大多型立が出席痛

飲飲談夜の更けるのを忘れました。入侵害?二日光に

ひかへて大久保，今村の二君は未だ頭の毛をのばし

て居ましたが，英他の三君l土何れも坊:i:.頚で大いに

気焔た上げて居たのは樹母い、限りで、す。

非常時の折柄各位の御健闘争?祈ります。

街地方曾員の近況御通知下さL、。

く1938.1.13日. 棚橋〉

3年生消息

光陰矢のま日しと嘆ずるも，今更いとうたてき事乍

ら，省てやはり感慨無量ならざるを得なL、。迦へ湿

りつした身がL 、つの聞にか~られる身となって了っ

た。

3年の間十省みると全〈月並乍ら夢の如しと云ひ

たい。 l止の中に石の上にも1午ーと云ふ事がゐる。 3年

と云へば生れた赤ん坊が歩いて物そ云ふ様になる。

我々にもこの間に大分成長した。浅く，民く ，化翠

工業の全国に亘って峻牧した専門的智識は相嘗な量

である。例へば新聞雑誌にデカデカと新設見，大護
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明等と書きたてられて，一寸見るとその一つで我閣

のその方面の不利不便が全く除かれ，これさえあれ

ば大丈夫と云ふ様な記事に接しでも資際には何れ程

の償値があるものであるか等と云ふ事も多少の批判

出来る穫になった。全くこれ穫まで育まれた親であ

る諮光生の御努力と御慈愛{i¥.、くら感謝しでも足ら

ぬであらう。だが更に深〈考へて見るとまだまだ我

々の身d:つけた型間なんて取るに足らぬものである
と，臨まれる。この熟未だ矯すべき事の官会り多きに驚

く次第である。

三年の聞に|止の中も相賞以上の饗化があった。之

に準じて我々の周園も大分繁化した。先づ外に於て

は新淡舎が出来，内に於ては我々の代になって，代

って新しく来られた講師の先生が多々ある事，小林

先生が科長女退かれて，小架光生が代はられた事，

更に武富先生の御外遊に次ぎ山本先生が永年蛍主の

功空しからず割立をとられた事等々， 事警警の起るに

及んでは名器ある磨、召軍人も石川先生をトップに皐

生よりも野中君が出て居り，これ等合考へて見ると

我が懸用化製科も世の中と問機大鶴換期に逢倒して

ゐる様にさえ感ずる。少しくェラさうかもしれない

が他界は我々守中心として廻ってゐるとさえ考へら

7.Lる。

後ラヶ月もたてば我々もすっかりサヲりーマンに

なり各々散り散りになって了ふ。だが我が母校感化

を愛する心持ちは在事持代にまさりこそすれ劣らず

に準みたL、と云ふ覚悟金持ってゐる。

今や我羽は超非常時に直商して居り化祭工業を更

に凌展確固たらしむる事の心~~土言含侯たないが我

々も亦是非この間民総動員に参加して化感報図示以

つでしたいと忠ふ。か Lる見犬労に際し我が臆用化率

科も盆々{鑑賞な歩みそ以って名資共に我が化墜工業

界の太陽として輝かん事そ切に希鴻して止まぬ次第

である。 く襟牛生〉

裸牛居士の感想に次で三年生の消息女報告いたし

ます。

際化の畢生になってからザワザワしてゐる中にも

うあとーヶ月有るかなしか光陰矢の如しと同頭に述

べましたがそのス ピードの早さと云ふよりも寧ろ僕

等ぶ時間的の概念、にかけてゐたのでせうか，それと

も云ひ直せば過去のーつ一つの細い綬遜がハツキリ

と必ひ出せないためでせうか，ともかく今になって

見て月日の溜つのはこんなに早いものかと唯驚くば

かりです。

そろそろ卒論の方も山が見えある者等はも う書き

、

出さうかなど L云ってゐます。 3年生の一同{ますfし

きものへの探究と，今まで先賢により進められたレ

yヂよりも更にワンステ 77・を進める事の楽しさが

こみ上げ，従来とは異って「研宛」と銘打たれ， 気

持ちも引き緊り， ~長り切って居りさす。さてこの研

究の題自主f御紹介致します。

1.飯島君高純度金属マゾガYの電解的製法

2.井上:tt Re田町oheson Rhodamines. 

3.伊藤主主 酒精厳重孝に及ぼすコロ イドの影響

4. J京国君航空ガソリンに闘する研究

5.似鳥沼珪般撃事土石友三成分系よりアルカ リ

によるアルミナの抽出

6.阪弁君 プロ ピオン舵とアミ Yとの縮合物に

就いて

7.春日井君 MgO の熔融盤に望号するj容解度英

の他

8・太刀川君 :大豆油の分析 . 

9.中村君 パテントプリュウ型級、性トリプエニ

ールメタ γ染!糾の合成に就て

10.植同君繊維素の光化墜的警告化

lし熊津主主 羊毛の組織的成分への分解

12.山出羽蟻牧盤法による大豆油の水素添加

13.山中若くNH4)2S04-H3P04-H20来の平衡

14.松機対九州産鬼萱よりパルプの製法に闘す

る机究

1 ラ.燦出~3・ 繊維系の光化感受化 I硝般繊維素

I酷殺繊維素

16.浅野対 意合による潤滑油及び樹脂の製浩

17.三橋浩被性硫燐安の物理化率的性質に就て

18.篠原く功〉主主 アムモニアの綬化

19・i没楽JJ 高オタタン{員航空機燃糾としての
IsopropyletherのH問主

20.東海林;(，1 Si02-CnO-A1203-Fe203系に於

ける CnO-A1203 -Fe20，系の X線

的研究

21.篠尽く式〉対 CnO-Si02及 CnO-f'iO，-FeP3

系の X線的研究

22. 勝屋君高オクタン{~ガソリ Yの製法研究

23.鈴木君錯極常用ひて電磁滴定に依る鈴の分

析 〈以 k名簿の11闘による〉

以上の題目の下で!cl下火花や散らし水泳ならば水

煙をあげラストスパート物凄くといった形，しかし

あくまでも冷静で過去のデーター令省みつ L恰も息

軍の猛準撃さf忠はせるものがあります。

目下東京は御承知の通りのシベリヤ溺れの寒波の

襲来で風郊の大流行.3年の者でも心臓ばかり強〈
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ても風祁にはやられる漣中もゐますが，アスピリシ

の 0.2対やそれで逃げない頑敵はプエナセチ:/，さ

では拘機校カフェイ:/，ア yチピ 9:/の野砲重胞の

猛撃で渇ひまくり，一同ホームストレツチの爆準で

す。不幸日頃あんまり丈夫なのでついに強敵狸紅熱

で井上;君がノサれましたがカウ y トそ数へるに歪'1}ら

ず立ち上り大して休まず全快せられました。唯残念、

なのは加藤一男君で目下病床にあって薬餌に親しん

で居られます。グラスの者も寸限を裂いて見舞を矯

し，一日も平〈全快せられ躍進日本のー原動力と矯

られん事全祈ってゐます。

さて就磁の扶益法如何と云ふにこの方はきはめて

好調でありまして，クラス全員ずで・に キマリの扶

態です。これも小栗科長並びに言者光生務先輩の御努

力の結晶と有難く末事乍ら感謝してゐる次第であり

ます。筆生消息の終りに臨み，小栗科長並びに諸先

生。御述号誌を祈呑と共に，賜りし恩恵を深く深く感

謝いたします。猶別1Mの消息欄に多大の御俊助事?賜

はった秋山先生，日野間氏，武井氏に厚〈感謝の意

を捧げます。く斗・午生〉

遺書記

今回我々のクラス曾名がクロコングラプと決定し

ました。愈々この名の下に4月から先輩(?)の仲間

に入ります。よろしく御願ひします。

さてグロコ γなる名熔(t官会り散文的で詩情に乏し

いのですが，この名の決定するに致る迄脅有りの俊

述べて見ますと大盤さたの如くです。話せば長い事乍

ら， 10月以来講義ななくなりクラスー同が各研究室

にパラパラに分散して，所謂マトマリがなくなった

ので，11月以来，我々は午歪曾なる名の下に月 2回

集まって食事会する事になりました。尤も中には賞

験の都合上出席出来ぬ人もありましたが大鐘 80%

位カ;集まり，種々相談等合行ふわけです。さて l月 .

のこの席上，卒業も迫ったので合名を作らうではな

L 、かと云ふ案か出，各自好きな名寄?選んで投票し，

それぞ弐回の舎に於て審議したいと云ふ事になり，

投祭筒等も用意したのですが，さて聞けてびっくり

たった4葉しかないのです。何うも飴り短時間で好

L 、名が浮んで来なかったらしいのです。然もこの四

っともピンと来ないと云ふわけで-賛成者少し叉，思

案と云ふわけです。¥非常時だから00舎とは如何
?J ¥だってそれぢあ舎の時表ヘ名前そ出すのに恥

しいよJ¥さうかなあ」と云ふわけで，多少沸騰し

たのですが最後に出たのがこのクロコ Y です。こ

れは l年の時以来ボート:犬舎に必ずクロコ yクルー

なるものが出場して居ますので，これより来たわけ

で，クロコ γとは御承知の如く我々の日用品の一つ

でありまして，特に暗によるとU先生が ¥3年生は

Fロコンを使ひ・過ぎて図る」と申されたとかで往々

遁はしいと云ふ事になりました。且タロコンとあ・る

からは舎としては均合はぬ，均合はぬ(1不縁の元と

云ふわけで，然らばタラプと附け様と云ふ事になり

ました。元来クラス曾名にグラプなんてのほ未だ聞

かざる庭で，これでも新機軸の積りださうです。

グロコ Yとは御承知の如く硫授に重クロム駿加里

をプチ込んだものであります。諸君よ，非常時の折

柄， !7目コ yを大切に使って下さい。叉諮先生並に

在型生諸君よ，資験室主でクロコンを使ふ時は我々の

事を，旬、ひ出して下さL、。

2 年 消 ，息

我平稲田態用化撃も多幸なる化製日本の前哨線と

していよいよ躍準途上にあらはれて来fこ事(土砂;快の

至りである。早稲田に壌びてより 6年ままに昭和 13

年の新春希迦へ全く感釈なものがある。

感化先輩並びに堅生に依って多年鶴首せられてゐ

た待望の博士出現の喜びを諸君と共に此の紙上に御

誘致し度L、。殊に山本博士が石油方面に御活詣が深

い事(土，我食弱なる燃W問題自給自足に寄興ずる所

多からんと忠ふ。之が機舎となり，燭媒となり，第

二，第三の博士が助数授の誇先生中から出現ずるこ

ともあながち感化生でなくとも明白な事資である。

此の山本博士そ泡へた喜びの上に今度我等は，欧洲

最新化樫の見事より蹄:朝せられた武宮教授の講義に

接するは叉堅生として欣喜に耐へなL、。かく考へる

と全く我等感化事生l主宰縞そのもの擦に考へられる

質際そ う考へることが受賞かもしれぬ。而し「澗踊

はあさ'なへる栂のま日く」とかの憶のま日く禍あつての

帽である。今臨化の暗流について考へてみたL、。

今度日本化壌毅線の第一線に雄飛せんとする新卒

業生幸子治ることは際化登f豊として綜しきことであ

る。此所に前途をf脱稿してやまなL、。而し現在3年

の諸君は如何なる闘係かは知らぬが他準年生よりの

認識が'.h、様lこ，[L{(対Lる。際化に3年間も摩びなが

ら他感年の人に，名前も知られず歎々として卒業さ

れる人があれば，熔化の如く少人数の同日に向って

準んでゐるもの L聞では，除り自慢な話でなL、。感

化:杢鰻が親睦なる大家族主義に向ってjJ&遜せんこと

を切望してやまなL、。我2年生は此の親睦にかけて

はグラスの盆気は良好である。遊びと来た時には，
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ィミ質成者は殆んどまれである。皆んな気持よ くー園

となって遁ごして行けることを小生は内心より喜ん

でゐる。外のクラスに於ても各クラス毎には皆和や

かなことと推察する。而し感化全'盟の親睦なるもの

は今迄飴りかへりみられなかったらしL、。

今度の感化運動吉IIなるものもか Lる見地よりの目
的でー作られたことと邸ふ。而しかLることも仕事が

全般的なことになると，統一と運用に事をかき破綻

をきたさんことそ心配する次第である。叉機械的に

仕事幸子遂行すると云ふ所は容易なことであるが筆生

相互の親睦といふ，闇滑なる活用が良に期待される

には更に一試練が必要でないかと，臥ふ。その自重と

健全なる生育事?望んでやまなL、。

而し此の運動部の全機能が遺憾なく設揮出来れば

我等感化金位li，グラ y ドに賞験室にー階より五階

までいよいよ親しみが日増しにまして行くことを確

信する。

一度日常時じて先生23筆生閣の親睦扶態を見るに

我感化体その親密さに於て断然他穆部に比較して一

段と我等の塁手りとする所である。而し今一歩といふ

感が派いでもなL、。最近私は与えの様なことそ耳にし

た。卒業間際になって，やっと先生に名前と顔合認

められた尚， :辰も止tの人が工湿の人でーあったからか
もしれぬが，本人も自分の及ばざるた侮ると共に悲

しんでゐた。こんなことは我名智ある態化にとって

不出来なことであった。此所に参考の矯に帝大感化

と運動弐合に行った時の針請書fはさんで彼地に於け

る一端4ヒオミさう。

童文姉「君北の頃一寸も貧験室へ産闘を出さぬでな

L 、か，少くとも23日迄は己li費えてゐる。 」

摩生頭常かきながら一寸てれくさそ うにして，先生

に一寸遁り，さて

1墾坐 「でも先生(主最後にあはてなかったら良い

と云ばれたでないすか」

教師「それもそうだ」

で皆大笑の うちに誌は終った。か Lる所{土教室で云

へば御設数じみて来る，か Lる如くグラ y ドで‘云へ

ば単なる請ですむ。之で此の磨生も気持よピ先生に

接することが出来たことと必ふ，準生は先生を愈敬

し;敬~~し，先生(主墾生をよくいたはってゐる。我々一

同は目のあたり，全く和やかな感情の交索をみせつ

けられて興味を感じた。我早稲田も決して現在が惑

いとL吋.のではなL、，此震の運動部なるものの下に

F於ても教師穆生聞の親宇野潟に拍車を加へられんこと

を祈る。

最後に我際化害事民研究曾もどうやらスラン 7・の般

にのりかけつ Lあるの感がある。無JfB宝まな素直な寝

具を作るといふことは富良遁としてほめられるかも

知れぬが，坊ちゃん道楽的なZ室長は，我際化Z富良曾

の目的でない様に忠ばれる，合長山本博士に針しで

も今度は博士の而目上いさ Lかよくない役員及新人

曾員の奮闘を望んでやまなL、。

暗流はまだまだ流れてゐるかも知れぬ。我々は分

析が得意である。次々と後人により暗流が分析され

叉英の中和剤jを設見されることを漁想しつ L此の筆

を置く。

一年消息

歓迎舎の記躍の新たなる内lこ，夏すぎ秋愁を附jに

止める暇なくさら到来して，一年の終るのも後ーヶ月

となった。我々も漸く:k.製気分に慣れた様lこ忠(まれ

る。我々仲間の設展振りは既報の通りで， それも漸

く貨のった様に.f!J.(まれます。

顧みるに，桜花環る頃，我等四十名が主rr校舎に墜
んでより，一年を溜j!!;iせざる聞に，岩崎稲葉両君の

休墜者五f出し，誠に残念に湛へないのであります。

我々一同も同裁の回窓を祈ってやまないのです。

我々 の資験も，宇野光生の化息分析は前期に終り

十月からの秋111先生の2受験も十二月で済んで，今山

本光生の工業分析をやって居ります。 我々 の笈験姿

もどうやら一人前， m兵の取扱ひにも街々 慣れた穏
です。

今年.はスキーを遠慮しゃうかといふ訟も仲間にあ

って，少く駁取ってゐたので，手&ヨ注目豊としての計登

(土成立はしなかったが，非常時・であるので，我々若

人は盆々健康志f均十担tしなければいけないといふので

各自友達同志で計・蛮を立て，夫々スキー校11・2どやっ

た様です。

最後に野中晴彦41の出征に就てお知らせします。

同君は四月以来我々と共に密議生として感んで来ら

れたのでありますが，本年ー月二十日召集令を受け

られたのであり.ます。我々感化生の中からLllすみjめ

ての出征軍人でありますので，心からお話りしたい

といふので，一月二十二日と!っ懐かしい五O二数

室で治別曾を催したのであります。出席は我々同級

生二年e三年生の方， 'Iit;=J!:，宇野，秋山諸先生の御出

席があり，激鋤の信事等があり，盛大に終了数しまし

た。翌二十三日午後十時半東京騨設の列車で，際化

生，萄友く東京高等工婆〉の議議に法られ，元気に

、原隊にl布はれました。我々も野中君の武運長久を析
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ってやみません。 (AM生〉

慮 化 事異 碗究 禽

際化忠良研究舎が出来てから約一年宇，その聞に

.拙いながらも作品を各三十熟宛位，数回展覧曾も聞

き春休みには主主員化摩的資験を行って際化E客員研~

舎らしいー而をも見せて居る。亦昨年は遂Iこ潟員用

四ツ切の額を三十枚程買入れる等と生れてから}年

字そこいらで而も曾員の人数といってもそう:大した

数でもないのにと考へるとー寸吹ヌボレても見たく

なりますが，此の盛況は皆三年の人々く此の文が出

る頃には新卒業生として出て行方通れる方々〉の御熱

心なる努力による所なのでありますから吾々として

はウヌポレることなんか許される所か，此から培々

此の宮員研究曾を巧〈守って行会主要展させねばなら

ぬと考へられます。

此の諸民形F究舎は感化の者ーが集って温って居る舎

であるから風景や女の顔もよいが懸化らしい特色を

出した宣告(111:賢禽等に出してはといって風な盤もあ
りますが，中々我々のやうな者には特色のある沼尻

は造れませんし〈俺れに悲れるといふ方もありまし

ゃうが今は大盤に於ての事ですから俺li例外だよと

一段高L、所から見下して居て下さい〉普通のものも

只通りー溢に引伸すといった具合で仕上等も首をひ

ねるものが多い有様ですから今後は技術的方簡を少

〈椀究して見たらとも考へられます。今迄にi士宮本

先輩の関係からオリエy タルの方に来て頂いて篤良

!の技術的の事等を諾してもらひましたが今後はこう

L 、ふ曾をもう少し行ったらと考へて居ますから徐々

に際化的沼尻も出来る事と考へられます。

今迄宿民研究曾のものとして photographiojOllr 

nalを取って居ましたが讃む人もあまりないやろな

のと曾計の方が大分淋しくなりとても買へさ うにな

いものですから本年は中止致しました。亦MQも買

ってはありますがMQli無くなっても金は入つてな

いのでいさ Lかがっかりして居ます。 MQを使ふ方

l土成可くくt;ゃない必ず〉曾費丈でも掛っておいて
下さL、。

倫四月から日野問先生が跨って来られる筈ですか

らその際li日野西先生を中心とした研究室聖表のやう

なものや，昨年は雨天で失敗しましたが撮影ピクユ

ツクのやうなものを符ひたL、と考へて居ます。

展覧曾も今迄のは毎日三十黙許りも集つては居りま

すが中にはー人の人が 4-5熟も出すといった有様

でくそうしないと数が集らないためだったのです〉

出品する人11毎回悶じゃうな人が十人位だとL、ふ具

合でしたから今後(土年一回位にしてしまひ充質した

あまり恥しくないやうな展覧曾にしたいと考へま

す。試案ではありますがそゐ際に作品の放が多くな

れば三日位宛に作品を並べ幾へたり Lても良いと考

へて居ます。~誕の時に際化方面の特色のあるま吉良

く吾々には難しいのは分り切って居ますか難しいか

らとて放っておくのは沼iEL舎の自殺も同じですから

出来るだけやって見f品、ものと考へます〉と一般の

所調整術宿良とを別けて二回に並べてもよいと忽ひ

ます。こんな風に考へて居ますから曾員の方もどう

かその御積りで居て下さい。

それから今度臆化内にMt育部が出来ましたが此の
方而とも手を組んで残り少くなった壊生生活を愉快

に亦牧皇室の多いものとして行きたいと忠ひます。

本宮員研究舎は了度新校舎と一緒に出来たもので

あり，!mi用化事科に籍を置くものに取つては忘れら

れないもの Lーっとも考へられますが此のやラな意

味からでも新校舎と同様に何時迄も設展を綬げて行

くやう舎員諸君は勿論先撃方や諸先生方もよろしく

御指導下さるやう御願致します。 13.01.23 

早帝廟他野球友び庭球鞍記

野路，ー恒例により拾一月拾三日晩秋の哲製堂グ

ランドに帝大生を招待し懇親野球試合を行った。

漁定の十時牛より遅れること三十分，武井先生の

始球により帝大先攻により試合は開始されたが帝大

側{主春の元気なく，我が中島〈一年〉投手のスピ F

ド有るカープに献弄され一回より九回に至るまで安

打らしきもの無〈三島を踏む者僅かに二三を数へる

のみにして得黙に至らず，これに反して我が軍は前

験の雪辱とばかり敵投手の剛球を適宜に打ち，或は

筒lhるに乗じて四球に出品し 1 回に 2 製~， 7回に l

黙， 8回に2諮を得，結局 5A-OIこで快勝す。

試合はー時間後にて終了せ'し篤次に雨寧混合試合

を行ふ紅白各拾四五人の珍野球で卸院生の名ピグ

チアーぶりなど有り手n気節々裡に試合を終った。

五時より早稲田精義軒ペーカリ F にて，例により

懇親茶話舎を聞く v集る者雨軍合lませて約四十名，

茶菓ち共にして個人紹介の後，皐校のことなど胸そ

開ひて愉快に話し合って，今後野球に限らず各方南

で親睦し合ふことを約し盛舎裡に六時過.ぎ散曾ず

る。

向この曾合に釣し小栗科長より多大の御寄附が有

った，御厚志ーに慰謝する。
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庭球，一野球懇親舎の時の話しが念速に具臆化し

拾一月二十七日帝大側より庭球試合の招待を受ける

通知の闘係上我が軍のメ yパー揃わず，最強メンパ

ーを編成し得なかったが大いに張り切って帝大コー

トに出陣した。

試合は帝大，大;烏，箱山，永井諸先生の御立合の

FIこ開始されたが，如何せん帝大軍は高校の選手な

ど揃へ野球の不名容をー壌に回復せんとの意気物す

ごく結局，シングルス，ダフ.ルス合はせ 14ー!の大

差で第一回の針抗庭球裁を譲った。

試合終って本郷明治製菓にて懇親茶話舎を聞いて

L 、たピき前記譲先生も全部出席され互に打ちとけて

話し合ひ某先生などは来年からは先生同志でも野球

ゃ，庭球の試合など行ひfこL‘提議されたり して我々

心から感謝名残を惜んで六時散含した。

色々の御都合で我が方の先生が一人も御出席され

なかったのは非常に残念であった。

試合を始めてから四年になる野球にせよ叉今年か

ら始められた庭球にせよ試合により勝負を定めると

云ふことは決して，その本義ではなしそれらを通

じ平常殆ど交渉を持fこ無い同校の際化の堅生と墜生

が叉は先生と親しみを増すと云ふのが目的であるこ

とを，わすれず試合するにも堂々と叉見物するにも

下らない掬夫などは絶針に戒める べきと，思ふ。

叉数室に於かれましても，出来るだけ多くの先生

方が出席下さいまして，止t等の意義有る合合をより
盛んにされんことを切にお願致しておきます。

く育寅生〉


